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千薬市加曽利貝塚西平坦部採集の遺物について

一房総半島西部忙おける細文時代晩期の研究匠むけて一

田中英世

はじめに

ここに紹介する食料ぱ昭和 48年の加曽利貝塚東1頃斜雨発掘調否に参加した際に、南貝塚の内

側平坦部の畑地より採集した士器および骨角器である。士器は千策市内でも数少ない縄文時代晩

期のものを含んており、ここで千稔市周辺の縄文時代晩期の資料集成を計ると共に今後の研究の

基礎資料としたい。

1． 採集遺物の概要（第 1図）

加曽利貝塚は千築市のほぽ中央に位置し、都）1|に開折する古山支谷の西側、栢晶 20~34m0)

和犬台地上に南北 2つの貝塚か展開する 3 過去数度に亘る涸査により縄文時代前期から集落が営

なまれていることか確認されている。逍物を採集した西平坦部は、従来の調査の中心をなした貝

腐の中心部および東側とは異なり、北貝塚の西側に 3ケ所の地点貝塚が確認されているのみで詳

細は不明であった。

第 1図 1は土岱の底部と思われるもので、径 7.2 cm、現存為 3.5 cmを測る c 底面には円孤状の

LRの 磨I肖縄文を施しており縁辺部の 1部に刺突を加えている。体部にも同様な孤状の磨消縄文

を施しこおり、内面には底部と｛本部の接合痕を明確に残している。底面に文様を有している点や

形状から異形台代土器の一部とも考えられる。加曽利 BII式土盤てあり南貝塚西平距部採集。第

1図 2は胴部が張る器形を里する縄文時代晩期の十器であり 、口径 14Cmを測る。 2本の沈線で

区切った頸部文様虚内にはヘラ先状L具（こよる短沈線が 3段に亘り幣然と施され、枠状文を連結

した内（こ a状の沈線を施し、その下段に 1よ更に頸部文様帯と同じ文様を施している。器形および

文様描出方法より埼E県地方の安行IIIb式土器に類例が求められるが枠状文か連結する例は極め

て少ない（註 1)。採集した地点ば、南貝塚外緑部に隣接して当時存在した咋東汗プレハブ工場

用地内の重機掘削面て、表上膚下の黒褐色土より出士したものて他に遺吻の出土はない。第 1図

3は頂部に一孔を有する骨針の完形品で現存長 9mn、車唇 0.6 cmを計る。南貝塚西平坦部採集。以

上か採集遺物の概要であるか他に石鏃 6点を採集している。近年西平坦部の開発は著しく、そ

れに伴って数度に亘る緊急調査か行なわれていろものの遺構の主体をなすのは縄文時代中期の

加苦利E式期で、 晩期の土器の検出例はなく今回発見された包合屈は極めて極地的なものと

思われる（註 2)。加曽利貝塚からは安行IIIa式～前浦式の縄文時代晩期の土器が出土しており、
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南貝塚内側東地点よりな行Illb武期の仕I言址か 1軒確因されている他、南貝塚中央部および北側

外縁部、東側の台地縁辺部の 4地点から晩斯の包含層か発見されごいる。今豆の遺物の発見によ

り小規模なものとはいえ縄文時代晩期の包含隣か貝園外討部で確謬されたのは重要であろ。

2. 千葉市周辺における蠅文時代晩期の遺跡

干珀市内の網文時代晩胆の遺跡は僅かに 29遺跡か確忍されているのみで、公表されていろ資

料は更に少ない。以下流域別に遺跡の毛り方をみていきたい（第 2 図•第 1 表），

花見ill・ 杷毛］i|沖城 干茉古の北側を占める地域て、花見／1|流城では内門岨遺跡・新掘遺跡・

子和盾水遺跡・培橋貝塚・哀輪遺跡か、面毛川流域でIt烏喰台遺跡・房地改燒．圏生貝塚の各遺

跡が存仕する。禎橋貝塚•国1し貝塚ばいずれも後期からの大貝塚で、過去数度の調含が行なわれて

いるが詳剖な報告はなされておらず全院は捉えら訊ていたい。噴橋貝塚では昭和 31年に明治人

学によって凋査されたM地点から、人詞 C1式上器を伴う姥山II式・川式土器をキ体とする純貝屈

か発見ざれており、園生貝坂でも安行 JI 式 •IT! a式土器を主体とするヨ圏卜立甚召打"b式土器を

伴う混上貝屈か発見ぎれている（註 3)。子和清水遺跡は県内でも数少ない晩期終木の遺跡で、

浮線網状又土器をキ（本とする逍物隻中j也点か 2地点発見されてお h、これに伴う土偶・独鈷石

導も出Lしているが石器の組成は貧弱で新しい要素を含んだものはみられない (:[4)。房地遺

跡も摩線紐状文土器の集中地点が発見ぎれており｀御代田式上器も出土している（註 5)。烏喰

台逍跡：よ早期後半を中心とする遺跡であるか、 段の菱形浮線文を有すかJヽ形浅鉢形土器が単狭

出1ーしている（許 4)。この文様構成は氷式上器の中心をたすもので、群馬嗅千網谷戸遺跡・新

バ県藤橋遺臣・長畑直跡等から屯十しており、閏喰台直跡出土例はこれらを模倣したものと思わ

れ文柱抽出は椎劣eある 3 了和清水逍跡・房地遠跡・烏喰台遺跡は近接したほぼ同じ時期の遺跡

てありながらエ1本とする！予訳楢状文土器の文様樺成は巽なり、房地遺跡から了和清水遺跡への時閻

的流訊か読みとれるしなお新堀直跡は占墳時代を中心とする集落址であるが遺構外から浮線網状

文上岱か、蓑輪遺跡からは古墳時代の仕居址覆土内から安行me式上器および千網式土器に伴う

撚糸文を有する粗製土器が出上していろ。

都）Ii流域一了菜市の中央痙を占める地域で、北から南へ流れる茂/11・南から北へ流れる仁戸名

Ill等U)支流を含めて縄文時代中期から後期の大貝塚が数多く形成ぎれた地域である。段JII流域の

五味ノ木直跡・殴台貝塚・草刈呂旦塚・台門貝塚・都）II流域てぱ矢作貝塚・和旧前逍跡・加曽利

貝塚·川井貝塚・仁戸名） II流域て 1よ築拙台貝塚。長谷部貝塚•清水作遺跡の各逍跡があげら九る。

このうち築地台貝塚からばな行illa式期の仕居址が、台門貝塚・加曽利貝塚からは安行川 1)式期

の方形件居址か発見含れている。台門貝塚ぱ上取り工事の際に発見さ打たもので詳細は不明てあ

るが、築地台貝塚では数少ない晩期の住屑址が貝岡外緑部から検出さ了している。 8.2m X 7.6 m 

の円形を呈する拡張住居址で、住居址内からぱ石棒・石剣・独針石可か出土しており、晩期初頭
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第 1表 千英市周辺の縄文時代晩期の遺跡地名表

.16. 遺跡名 所 在 地 時 期 逍 構 備 考 類型 文 献

1 西 門 原 千英市長作町西門原 中期・晩期（安行mh) A1 -h 1 

2 新 堀 千薬市悟橋町 早期• 前期・ 中期・後期・晩期（千網 ） C.1 2 

3 子和清水 千葉市＝角町 甲期・前毘・ 中期・後期・晩期（前浦・千培） 士偶•独鈷石 恥 1 

4 墳 橋 千果巾培橋町草原 後期・晩期 （安行ma.川 b・大詞 CI) 上版 （安行IIJa) A1 -a ] ・3・4・5・6・7・8 

5 蓑 輪 千菓市畑町 後期・尭期（安行[J]c・千網） 恥 ， 
6 烏 喰 台 千菓市宮野木町烏喰台 早期・ 前期・ 中期・後期 ・晩期 （千網網）） C 3 1 

千葉市宮野木町房地
＇ 

7 房 地 111期・中期・後期・晩期（月iJ浦・丁 恥 1 

8 国］ 生 千要市圏生町長者山 後期・晩期 （安行fila.川 h.rrr（・・大洞 A2 -a 1・5・7・8・10・11 

Cl )ヽ 

9 五味ノ 木 千葉市萩台 前期・中期・後期・晩岨 （安行Illh) A1 -b 12 

10 殿 台 千葉市殿台 中期・後期・眈期（安行laa. IIl b) 
I 

A1 -a 8・ 13 

11 苧 刈 場 千葉市貝塚町木戸作 中期・後期・晩期 （安行Illa・IIlb・IIlc) A2 -a 1・6・8 

12 台 P ] 千葉市貝塚町台門 中期・後期・晩期（安行ma ・ m h ・ m c) 仕居計（安行ITTb)I A? -a l ・ 6・8 

13 矢 作 千葉市矢作町貝殻 早期 ・前期・ 中期・後期・晩明（ 安行Illa A2―a 1・8・14・15 

|56 

・IJlb・IIlc・ 剖浦）

14 和 且］ 前 千葉市加的利町 前期・ 中期・後期 ・晩期（安行IIIrI ・前浦） A l -a 16 

15 加 曽 莉 千築市桜木町尿痴台 早期・前期・ 中期・後期・晩期（安行rna A1 -a l ・6・7・8・11・17

・ III b ・川 c•前浦・大洞 Cl )

16 新 田 山 千葉市坂月町山王 （弥牛一須和田） 7 

17 ill 井 千葉市／II井町川井 後期・晩期（安行[Ia) t猥 , A1 -a 8・ 18 

18 第 地
4今、

千葉市平山町築地台 戸・後期・晩暉（安り111a ・ IU b ・ III，ヽ 住居址（安行川a)独鈷石・石棒・石剣 A2―a 8・ 19 ロ

l , -
•前浦〉

日文竺 谷 部 千葉市平山町主理台 中期・後期・晩期 7・8 

20 中 野 台 1千葉巾千華寺町中野台 （弥生一須和EU)
] --• 7 

21 清 水 作 1千葉市辺田町 後期・晩期 （女行IIIa) A1 -a 21 

22 有 吉 千美市有吉町ヒ赤塚 早期・計］貼・後期・晩期（千瑚） C3 22 

23 Jjヽ 金 沢 千葉市小命沢町堂前 訓期 ・後期・晩期 （安行IIIa) A1 -a 1・7・8 

24 御 塚 台 千葉市小金沢町 早期・舵期・ 土期・後期・晩期〈安行filC)  住居址（安行[[]c) 恥 i 20 

2が大膳野 北 F某市大金沢町 早期・前期・中期・後期・晩期 (,f網・荒 C3 23 

悔）

26 /‘ 通 千葉市大金沢町六通 後期・晩期 （安行l(Ja) A1 -a 1・6・7・8 

27 六通神社南 千葉市大金沢町 中期・後期・晩期(• 安行 Ill a) A1―a 20 

28 金 山 f葉市大金沢町金山 早期・晩期（安行Illa) A1 -a 7 

29 文六第 1 千葉市小食土町 後期・尻期・中期・晩期（千楢）



30 荒 立 千茉市千城台四丁巨 後期・晩斯（安行[]]a) A1 -a 8 

31 字津志野原 千策市人井戸日」宇津志野I扇 早斯・晩期 1 

32 か る む み 千葉市御殴町かるむみ 早嬰・晩期（「紐｀） C1 

33 山 田 千葉市野呂町[[[田 中期・後期・晩期（女仔ma. lll b) 土版（安行IIId) A1 -a 1・7・8・24・25 

34 八 反 廿 台 千葉市野呂町八度目台 甲期・中期・後期 晩期（女行[I]a rn，） A2 -a 1 ・ 7 ・8・ 26 

• W (．．•前浦）
. 

35 ノ‘ 反 部 四呵心市中台字六反歩 晩期（安行Illb) A1 -b 27 
| - --

36 相 ノ 谷 四面直巾山梨字相ノ谷 中期・後期・晩期（安行llia. IIl l)) A1 -a 27 

37 御 111 四街逍市物井字徊白 中期・晩財（安行fTIC ・千記・荒海〕 牛后址 ・土喋菜 玉類 B3 27・28・29 

38 千 代 田 四街遺[h丁代田 臼」期・中期・後期・晩記（女行l"a. lH b A,-a 30 

• IIl c. fliJ 14i) 
39 池 花 国 四臣直市内患田 前期・後期・晩期（千梢•荒悔げ員和圧 仁剣・干類 C3 29 

40 後 口 叫街戸市亀崎字後口 早期・前期・中訪・後期・晩期（大閂A) C3 27 

41 坂戸念仏稼西 佐自市版戸念仏塚 中期・晩期（安吋lilI、) •前酉） A1 -b 31 

42 坂戸草刈訓込 仕臼市坂戸革知堀込 後貼・晩斯（安行[I]a・ ill h ・[]],..前浦） 土版（安行mr) A2―-a 31 ・32・33 

43 古見稲荷止 佐臼市古見白幡 早期・酌期戸期・後期晩期（安行mb) A1 -b 31 

44 吉 見 台 佐貪巾吉見秋下 後封 ・晩期（安filIIa ・ ill b ·[]]，．•前浦‘) 住居工-（安汀llla吋箭甫）凡— a 31・34・3:i 

45,岩名て神伽 佐倉市号名宮的 後期・晩期（安行llla. m b. m r •前沌． A3-a 31・36 

57 

千桐〕
--

46 大 崎 台 1佐臼市ブ＼崎大椅台 晩期（「祀・荒向） 住居址（荒海） C3 37 

太 官佐倉rh太m宿 厄8 -47 m 早期・中期・後期 ・既期（互行llla・lllb A1 -a 
i 

し二大伽IR)~. 
48 岩富 I一→ノ袖東 佐貪市岩富トノ柏 田睛・中期・後期・晩闊（安行IIlrt・IIIb 'A2-a 31 

• IIl （ヽ ，的浦）

49 岩富漆谷沖 佐倉市＇i:富漆谷津 早期・前期・中期・後財・時期（安行Ill、l ・ 'A1 -a 38 

ill b) 

50 飯塚荒地台 佐合市荒地台飯塚 中期・後期・晩期（安分Illa・Illb ・且印甫） A2 a 31 

51 木野卜台妍 佐合市木野木台畑 中期・後期・晩賑（安行Illa ・[Ilb ・Ille) A2-a 31 
- ----

52 神 楽 鳩 佐倉市下吉汗吉沖梱 中期・後期・晩期（安行ma_•-U]-b_：llI 竺L
L——— A?―a 31 ・32 

53 飯 合 作 佐合市下志津飯合作 甲期・肖1期 戸期・後期・晩期〈安行illa ・ A1―a 31・32 

[l] 1)〕

巨 井野長害l 佐合市井野長割 後期 ・ 晩期_(安行IIla·illb•[!Ic) A2 -a 31 ・32・39 
- - -~ -- - ------ -

55 佐 u」 八「代市佐山 中期・後胡晩期（安行IIla・illb・Ulc・ A2-a 40 

前油）

56 神 野 八千代市神野笑地
1 中悶 ・後期・晩期（安行[Ila・Jilb) A1 -a 8 

------

57 高津新山 八千代古高津堀込 I ll]期・中胡・後胆・晩期（荒海‘) C3 

58 金 制 台 船思市呼富町呻保新田桑橋合 後期・晩期（安行川 a・IIlb・lllc) A2-a 8・41 

59 也 谷 涅 船栢市不索― 後期・晩期（安行llla・IIlb; A1 -a 8 

60 下 田 台 千葉古大宮III下田台 後期・晩期〈干絹・荒海） C:3 
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の石器組成を知る上でも直要である。殴白貝塚は後期から安行Illh式期に形成念れたもので後期

後半の貝層はハマグリ・オキアサ＇）・キサゴを主体としてヤマトシジミを混じえており、採捕地

が汽水域に変化していくことを良く表わしている。この他に加曽利貝塚・矢作貝塚からは前浦式

期までの各遺物が出土しており、また良好な安行Illd式土器・前浦式士器を出土している和田前

遺跡は特筆される。

村田川流域一「葉巾0)南辺の地域で有吉貝塚・小金沢遠跡・御塚台逍跡・大膳野北遠跡・六通貝

塚・六通神社南遺跡・六通辺田遺跡の各遣跡かあげられる。近午の千葉東南部ニュータウン建設

工市に伴う調杏により幾つかの遺跡が謁否含れているかいずれも整理中で詳細は不明である。

御塚台直跡からは安行IllC 式期の良好た包含閲と住居址か発見含れている他、有吉貝塚・大陪野

北遺跡からは千紺式士器に伴う撚糸文の祖製十器が出＋している。また最上流に位囲する文六

第 1遠跡からも千明式十器が撚糸文の粗糾十一器と共に出士している（辻 .'5)。

鹿島Ill流域 千葉市の東側を占める地域で荒立貝塚・宇津志野原遺跡・かるむみ遺跡・野呂山

田貝塚・八反目台貝塚の各遺跡か存在する。荒立貝塚・野呂山田貝塚・八反目台貝塚ぱいずれも

後期の地点貝塚を伴う遺跡で、野呂山田貝塚でぱ退跡の中央部に、八反目台貝塚では北側に晩

期前半の上器が集中する地点がみられるほか、野呂山田貝塚からは安行Illd式期の士版が．八反目

台貝塚からは千絹式土器に伴うと思われる粗嬰士器が出士しており、いずれも晩期中菓および

後半まで遺跡が継続している可能性がある。かるむみ遺跡からは折り返し口縁を有する撚糸文

の粗製士器が出土している（註 6) 3 これを下流の四街潤巾•佐倉市に目を向けろと坂戸苗刈掘

込遺跡・千代田遺跡・吉見酋遺跡をはじめとして約 20遺跡か発見されており、晩期の遺跡が集

中し発掘調査も数多く行なわれている地域として今後注目すべ合地域である。御山遺跡からば千

網式期から荒海式期の生活址か住居址を含んで 4単位確認されているほか、晩期のピ0 ット群か 3群

検出念れ十壊墓と思われる 1基からは滑石製臼玉約 32 0点か一括出上している。同遠跡からは

荒海式土器に伴って樫王式土器に比定される条痕文土器も出上しており、資料の公表が待たれ

る（註 7) C 御山遺跡の近隣に 1よ晩期中葉までの遺物を多量に出士した「代田遺跡や、近年の調

杏で須和田式土器の包含庖か発見された池花南遺跡、安行Illh式期の直径 18mの大型住居址を

はじめとして前浦式期まての住居址か検出されている吉見台遺跡が存在する。たおこれらの遺跡

を載せる台地の対岸のには荒梅式期の仕居址を検出した大崎台遺跡が存在する。

以上が千英市周辺における縄文時代晩期の遺跡0)概観であるが、この他に市原市西広貝塚•福

増遺跡・八T代市高津新山遺跡等から晩期終末期の遺物が発見されている。西広貝塚からは前浦

式期までの貝層が検出されており、高津新山遺跡でぱ埋没谷付近より約 5mの範囲で貝殻条痕文

を有する粗装土器が出土し、それと共に粘土の散布が認められている（辻8)。
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第 3図 千稔市周辺の縄文時代晩期の士器

l. 新堀遮跡 2. 培橋目塚 3. 烏喰台遺跡 4. 蓑輪直跡

5. 困生貝塚 6. 五味ノ木遺跡 7． 殿台貝塚
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第 4屈 千芙市周辺の縄文時代晩期の土器(2)
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第 5図 千葉市周辺の縄文時代晩期の土器(3)

12. 有吉遺跡 l 3. 大膳野北遺跡 14. 野戸，山田貝塚

15. 八反目台貝塚 16、 大崎台遺跡
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3. 千葉市周辺における縄文時代晩期の遺跡の動向

これまで千葉方周辺の晩期の遺趾の概略を述べてぎたが、花見，Ill・ 稲毛）II流域・村田）II下流域

・鹿島）1|下流域に逍跡集中地只か認められる，これを造跡の立地”紺続性を中心に観てい芸たし、0

たお遺跡の継続性について（よ第 2表のように 9つの類型化が考えられる。花兄）1|流域は晩期の各

時期を網躍しており、千美市周辺の特色を良く表わしている。後期の大貝塚に付随して晩期

前半の包含隠か発見される A1-aタイプの描徳貝塚およびA2-aタイプの薗生貝塚から晩期前

半の遺物を含ますこ晩胡中葉から後半0)句含囮が発見される恥タイプの房地直跡・子和清水潰跡

への交代がスムーズ（てみられる。房地遣跡・子和｛肖水遠跡（よ共に支谷の最澳部の舌状だ張り出し

だ台地上に立地するという共通性を有しており、房地達跡から平禾□清水遣跡へと時間的流れがみ

られることは前記した。左お了和清水遺跡の間南式土器は断片的出＋．状態であり、晩期の居住時

閻は T統式期の後半 C3タイプとみることかで蓋る。都）II流域は I妙タイプの祖田前直跡を除く

他は後期の貝塚に付随して晩期の包含閥・住居址か形成されたものである。和出前遺跡

は逍跡の交代か晩期中槃から始まっていることを表わす例である。村田） 1|下流域では B2

タイプの御塚台、 C3 タイプの有吉貝塚・大膳野北遺跡を除くといずれも後期の大集洛から継

続 Iノて営まれて安行ma式期に集洛を終了する。この中にあって B？タイプの御塚台遺跡から

安行m(、式期の住居址か検出されている例は注目される。鹿島/II流域では、地点貝塚を有する後

期の遺跡に付随して包含層か形成される A1-aタイプ、 A2-aタイプで占められる中・上流域

に対して下流城はい aタイプ、 A2-aタイプから恥タイプの御山遺跡と C3タイプの荒海式

期の住居坦か検虫された大崎芦遺跡への交代がみられる他、後期から晩期終末期まて営まれた

A3-a タイプの天神前遺跡・千代田遺跡かみられる。以上のようた千並市周辺においては後

期終未（こ極▽ってみられる遺跡の激減という煩向か晩期前十・・中策においてもみられるはか、晩斯

中葉から新たな遺跡が登場してくることになる（許 9)。 それらは各地で指捲されているような

低地下の傾向はまた示しておらす、水DJ比高 10~20mの台地上という従来の遺跡観をそのま

ま踏襲してわり、同一）貴跡においては前期から後期にかけての住居址淫の遺構が発見されている

例が多い。これば低訛主で調査の手がのびてい左いことにも起因していると思われるが、大崎

台逍跡・御山i酋跡の住居計の検出や子禾□清水消跡における炉址状遺構の検出等をみても．台地上

を居住空間として選んでいることが知られ、むしろ大崎台遺跡のように支谷院口部に立地する遺

跡と子和｛青水遺跡・房地洪跡のように支谷最澳部に立地する 2者に明確に分かれる点に問題か含

まれていると忠われる（註 10)。

次に遺物について簡甲に触れてお蓋た lヽ 。晩期前半の石器組成を表わす例としては葉地台第 3

号仕居fdおよび加曽利南貝塚第 11区かあげられ、終末財では現在整距中の子和清水遠跡をあげ

ることかで苔るか、従来より指摘されている安行illc式期における石鏃の大型化・多畠化を示

す遺跡は現在なく、子和沼水遇跡においても従来の石器組成を踏襲し新しい要素の石器（よ発見さ
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れていだい。束酒・中部・北関東地方においては晩期終末から弥生時代初頭にかけて打製石斧の

多量化や石器組成の変化が指摘されているが（註 11)、千葉市内てはこのようた現象はま ff

みられたい3

近年の縄文時代晩期から弥生時代初頭にかけての研究の活性化は目を睦るものかあり、千葉

県下でも前記した縄文時代終末期の消跡の発掘調査に加えて成田市郷郭北遺跡群・下総町龍正院

（大原野）貝塚等の当該期の直跡の調査か行なわれ、県内資料による千網式・荒海式上器の分析

もなされているが（許 12)．発胴調杏された遺跡の多くが現在整理中で資料が公表されておら

ず、 「関東地方において研究が進囲したのは主として西関東であって、東関東、殊に房総半島を

中心とする関東東南部が依然として空臼であるという著しい地域的偏芹が存在する」（註 13) 

との指癌もなされている。

おわりに

加苦利貝塚の周辺は忠速に都市化が進んでおり表面採集も困難に近くなって蓋ている。これに

伴って発掘調査例も増し北旦塚北側および南貝塚西側・南側にも縄文時代中期の集落が展開し

ていることか確かめられている。このような状況下て南貝塚西側にも小規模と思われるも晩期包

含層の存在を示唆する今回の採集遺物は重要である。なお今屈の資料は了•和清水遣跡の整理用に

用意していたものを短期間で純めたもので充分た分析を加えずにいるか、これば子和清水遺跡の

幣理・報告を待って竹ないたい。

今回の発表に顎しては青木幸ー・青沼道文•朝比奈竹男・飯島義雄・久保脇美朗・湖口厚ー・

庄司克・寺内博之・幸門義範・苦賀英一•平林彰・由本国・渡辺昌宏の各氏および印廂都市又化

財センター・尖石考古団物館・日本考古学研究所の諸機関だ資料の実見・提供等で便宜を計っ

て頂いた。また碧田誠二氏・故高山定吉の両氏には共に表面採集を行たい資料の提供を頂いた。

記して感謝申し上げる次第である。 （（財）千策市文化財謁査協会）

＜脚註＞

1. ct線の施文方法を観察すると姥山III式土器にみられる粋状文を連結した後に安行illb式十器

の入組文からの流れによる a状の沈線を施している。器形および文様にみられる頸部と胴部の

三段の短沈線より埼下県黒谷田端前逍跡包含園出十深鉢Cの流れをくむものと思われる。

2. （財）千葉県文化財センターによる1日（掬東洋プレハフ工場用地内の発拍関行により阿玉台式期

の仕居址か 1軒発見されたほか、曽谷式期の埋甕が 1例検出されている。また（財）千菜市文化財

調査協会による確認調行でも中期の仕居址が確認されているほか、今回晩期の七器を採集した B

地点付近ではガス管埋設工事に伴って加曽利 E式期の仕国址 2軒が調査されている。

3. 第 2図3の完形士器を除く他の土器片がM地点第 2層の純貝層より出土した遺物である 0 3 
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圏以下の貝層中では安行II式土器と安行ma式土器か混存して発見ボれている（文献 5)。

4. （討）千葉市文化財課百冠会により昭和 60年発棚調査。

5. （財）千葉市文化財調肖協会により印和 60年発掘調畜。暦線祀状文士器が集中する地点と御

代田式土器の出土地点は巽なっている。胡口淳一•石） 1| 日出志氏教示。資料実見。

4. 烏込東遺跡調査団により昭和 47年発掘調査。山本勇氏の御厚意により未発表資・料を掲載さ

せて頂いた。千葉市史では「鳥込東遠跡」と記載されている。

5， 千茎市士気池区遥跡調査会および（財）千莫市文化財調査協会により昭和 55年以降継続調査。

守門義範氏敦示。

6. 青巧直文氏毅示 3 資料実見。後日発表の機会を持ちたい a

7. （文献 27)て1よ安行ITTc式期の包含層と記載されているか、 （文献 29)では千網式土器

・荒海式t器の出土が報じられている 3 なお十墟禁の検出を報じているのは（文献 28)で縄

文晩期と記載されており細かい峙期は明示していたい c

8 朝比奈竹封・久保脇芙朗両氏の報示による c

9 人宮台地においても晩期の直跡か晩期中英に削絶し、晩朗後半の遺跡が新たに別の地点に占

地され、それも千紐式新段階以降で一時的な営みに終わろことが指摘含れている。

設凍計専己 「関東地方の初期弥生士器」『東日本における黎明期の弥生t器ー第 4回＝県シ

ンポジウム』 1 9 8 3 群馬偶考古学談話会

1 0. 埼予県下の晩期終末期の遺跡でも水田との比高差が大蓉＜湧水を有する谷頭部に守且地し低地

への進出は把えられたい。このようた立地の遺跡の存在が指描できるのは波及期弥生の第 2段階

である四卜坂逍跡の段階であるという。

吉川国男 「西関東における弥生文化の波及について」『埼玉県史研究』第 9月 1 9 8 2 

1 1. わ）II日出古 「関東における弥生時代の1よじまり」『＜条珀文系土器＞文化をめぐる諸問題

一縄文から弥生一発表妾旨・資料篇 IJI 1985 愛知県考古学談話会

12. 青木幸一 「荒海式J_器の再検討（上）・（ド）」『史館 l 第 14 号•第 1 6号 1983 1984 

鈴木正t専 「「荒海式」生成論字説」『古代探叢II』 l 9 8 5 

鈴木正博 「弥牛式への長い途」『古代』第 80弓 1 9 8 5 

1 3. （文献 29) 

＜地名表引用文献＞

1. T葉市散育委員会 「千葉市埋祓文化財分布地図＜改訂版＞」 1 9 8 4 

2. 寺島 博 「新堀遺跡発掘調査報告 J 1 9 8 5 千葉市遺跡課査会

3. 向坂鋼二 「雨の招橋貝塚」『ミクロリス』第 14号 1 9 5 6 明治大学考占学会

4. 戸沢充則 「千葉市噴橋貝塚 Jr日本考古学年報 19 9』 1 9 6 4 日本考古学協会
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5. 印 II芦明 「所閲伝行式」器について一土器型式の再編成に関する予察ー」『台地研究』

第 16号 19 6 5 

6 千葉市史編屈委員会 「干槃市史 原始・古代＂中 lJJ紅』」 1 9 7 4 

7. 千莞市吏編話委員会 「千集市中 史料嗣 I 原始・占代・中世」 1 9 7 6 

8 千葉県報育萎口会 「千佑嗅所在貝塚遺跡詳紀分布読會報告~J 1983 

9. 加藤正｛言 「千美市蓑蝙遺趾」 1 9 8 5 了吏県文化財セノター

10. 神尾明生 「千第県「ー葉市困生貝塚」『日本考占学年報 1OJ 1963 日本考古学協会

呻尾町生 「手槃県＋度市国生貝塚 JIf丑木考占学年報 12f 1964 日木老山学協会

11. 鈴木公雄・林謙作緬 「縄文エ器大成 4 晩期 J

12. 池田大助 「打味 J 木遺跡」『千葉郁市モノレール関係埋蔵文化財薮告書~ 1 9 8 6 千

美県文化財センター

13．阿部梵郎 「千葉市殿台貝塚出上の直物について」『貝塚博物館紀要 j第 8月 1 9 8 2 

加曽利貝塚博物館

14. 武田宗久 I下総園矢作貝塚発掘報告 J『考古学」第 9巻 8号 1 9 3 8 東京考古学会

15. i青藤一順 「千柔市矢作貝塚 J 1 9 8 1 千葉県文化財センター

16. EB/I I 良 「千策市和田前選跡出土の晩期縄文式土器」「奈和』特別号 1 9 8 4 

17. （竜口 宏嗣 1加曽刊南貝塚 J 1 9 6 8 加曽利貝塚博物館

滝口 宏編 「加曽利貝塚IV」 1 9 7 1 加習利貝塚博物館

18. 千葉県教育庁文化課 「千葉県埋蔵文化財調査抄報一昭和 54年度ー」 1 9 8 1 

19. 折原 繁他 「下葉市築地台貝塚•平山占墳」 1 9 7 8 千葉県文化財センター

20. 千葉県散育庁文化課 ［千葉県埠蔵文化財調査抄報一昭和 58年度ー」 1 9 8 5 

21. 杉山晋作他 「千葉巾奈木合•藤沢•清水作遺跡 J 1 97 9 千英限文化財セノター

22. 種田斉百 「千姜東南部ニュータウン 5ー自吉遺跡（第 2次）ー J 1 9 7 8 千菓県文化財

センター

23 I肖水ー順他 「千葉東南部ニュータウノ 16ー大膳野北遺跡一」 1 9 8 5 千嗚県文化財

センター

24. 米田耕之助 「千葉県野呂頃新旧出七の土偶・土版」『立上ピ考占』第 26号 1 9 6 8 

2:1. 田中英世 「千葉市野呂山田貝塚出土の舟形士器ー鹿島）II流域の縄文時代遠跡(2)-J 『貝塚

博物館紀要jl第 12号 1 9 8 5 加曽利貝塚博物館

26 円中英世 「鹿島）1|流域の縄文時代遺跡一平葉市八反目台貝塚」『貝塚t鼻物館紀要』第 11 

号 1 9 8 4 加苦利貝塚博物館

27. 四街道古教育委員会 「千葉県四街道古埋蔵文化財地図」 1 9 8 2 

28. 千葉県教育庁文化課 iF坑県埋蔵文化財発掘凋杏抄報一昭和 59年度ー J 1 9 8 4 
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29 渡辺修一 「関東地方における弥生時代中期的半の地域相」『研究紀要~10 1986 

T葉県文化財センター

30 宮入和博他 「千代田遺跡」 1 9 7 2 四両適町千代田遺跡調否団

31. 佐倉布教育委員会 「千葉県佐倉市埋蔵文化財分布地図 J 1 9 8 4 

32 柿沼修平 「佐含市に於ける縄文時代後・晩期の遺跡 」 『奈和』第 14号 1 9 7 5 

33. 高橋建ー 「丁菓県佐貪市坂口草‘A1J屈込直箇出土の遺物」『奈和』第 22号 1 9 8 4 

34. 近森正・山岸良二 「佐倉市吉兒台直跡誤杏概要rr」 1 9 8 3 佐臼市直跡凋否会

35. 菅谷逍保 「竪穴住居の咽式学的研究一縄文時代後・晩期の諸問縣ー」『奈和』第 23号

1 9 8 5 

36 杉碩荘介・大探初重他 「千茉県天神前遥跡における晩期縄文式＿七器」『駿台史学JI第 15 

号 19 6 4 

杉原荘介・大塚初貢 「千芙限天神郎における弥生時代中期の墓址群」『明治大学文学部研

究報告考古学1第 4冊 1 9 7 4 

37．胄木幸ー他 「大崎台遺跡発掘誨査概報 」 1 9 8 4 日本考古学研究所

38 佐倉市教育委員会 ［岩富漆谷津・太田宿」 1 9 8 3 

39 清水潤三・鈴木公雌 「井野長割邁跡概要＿I 1 9 7 4 佐貪市敏育委員会

40 千莞県文化財センター 「 T槃県埋蔵文化財分布地図(1)ー東葛飾•印膝地区一 」 1 9 8 5 

41. 滝口 宏編 「E団翌・手賀一[IJ廂手賀沼周辺坪蔵文化財凋杏ー」 1 9 6 1 

笥橋 隈他 「金堀台貝塚の再検討 1 『船橋考占』第 4・ 5号 1 9 7 5 

（追記）

脱稿後、石Ill日出志氏により 子和清水遺跡・房地遺跡の資料を実見して頂き、子f□清水逍跡から

野沢 I式に並行する筒形l器が、房地遺跡から御代田 I式に並行する深鉢形士器が出士していると

の指摘を受け、 「千葉市大宮町束五郎遺跡発掘調杏報告書 」（対島郁夫他 1 9 7 7)に晩期資

料の掲載かあるとの御敢示を得た。報文第 6図の下日台遺跡出十資料中の 26 ~ 3 4と思われ、

2 6の沈線文を伴う刺突文が荒海武土器で、 29 ~ 3 1はこれに伴う粗製士器の可能性があるが

資料未見のため地名表のみに追記した。

また 「四街道市池花南遺跡調査概要 」 （千葉県文化財センター職員研修会盗料 l 9 8 6)に

条した。それによれば子和清水遺跡に茄行かやや凸い浮線徊状文か出士している Q 須和田式土器

も出士しているものの荒海式士器は少ないという。晩期終末の潰跡か単助間に占地変化を行うこ

とは印揺沼固辺でも指摘されている。 （喜田圭介 r禾ll根/II下流域および印腺沼囲辺における縄

文時代晩期後半の様相 」 『研究紀要 l』印廂郡市文化財センター 1 9 8 6)。

千葉市内出士の浮線絹状ナ器の窄造は和田前遺跡←弔肘也遺跡→子和清水遺跡とたどれる c いす

れにしても全県規模の資料集成が望まれる。
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